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６年生は実際に八千代座に行っての練習が行われる 

ようになり、「やりとげよう」という気持ちがグンと高 

まってきたようです。全力で練習・準備に打ち込む経 

験は貴重ですし、その姿には感動を覚えます。実際に 

見る３～５年生も、その気概を感じてほしいと思いま 

す。「八千代座公演を成功させる山鹿小はすごい学校だ」 

というスクールプライドにつなげていきたいものです。 

がんばれ！６年生！！ 

「私がまちがっておりました」 

私は「寒いのは耐えらるっけど、暑いのは耐えられん。 

冷房なしの生活は考えられん」というタイプだ。（ちなみ 

に、このタイプの先生がけっこういらっしゃることは、日 

常会話で把握している） 

「私がまちがっておりました。前言撤回いたします」ここ数日の猛烈な寒波で

痛感した。「寒いのも耐えられん」夏は暑くてダメ。冬も寒くてダメ。春は花粉で

ダメ。…今、生き生きと暮らしている時間があまりないことに気づいた。 

昨年度も書きましたが、今年度も書かせてもらいます。もう 1 月も下旬になりま 

した。早いですね。なぜかしら焦る自分がいますよね。私は担任をしているとき 

「2 月は年度の中でも特に全力で取り組む時期」ととらえていました。 

「学習の総まとめとしての学力テスト」「年度末に向けた成績処理・通知表・要録 

（6 年は抄本・台帳も）」「次年度に向けた児童引継文書・校務分掌関係の次年度計 

画」などがあったからです。とにかく隙間時間をみつけて進めていました。（ただし、慌てていると不思

議と子どもに伝わるものです。子どもの前ではいかにも落ち着いているように振る舞っていました。） 

3 月に卒業や学年の修了に力を注ぐことができるように、以下のようなことは 2 月に進めることをお勧

めします。特に今年度末は統合の業務が入ってくるのは分かっているので、できる部分は早め早めに済ま

せておくのが肝心です。 

・学力向上を図る時間の確保（練習問題を解く、解説をして知識・技能や考え方の確認する） 

・個別の支援計画・指導計画の記入 

・新学年のクラス編成（NRT の結果を受けて修正するだけの状態にできるだけしておく） 

・通知表対策（学習が済んだ単元の評価を打ち込む、所見を書く（道徳・総合などはもう書けるかも）） 

・指導要録対策 

・校務分掌に関するデータの書き換え 

ただし、体調を崩さないように十分気を付けてくださいね。 

  

  

 

 観測史上最 

強の寒波とも 

いわれていま 

す。山鹿の天気予報で－８℃な

んて値は初めて見た。 

 子供たちもそうですが、先生

方も十分気をつけて出退勤され

てください。 

 

 



 

 


